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月号主要目次4
特集：コンプライアンス
連載等
●鉄道の未来を創る研究開発
　浮上式鉄道技術と将来に向けた研究
●Focus！JR
　JR東日本　中央線快速・青梅線グリーン車
　サービス開始
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　今月号では「鉄道の未来を拓く基礎研究」をテーマに特集を取り上げました。
基礎研究について，皆さまはどのような印象をお持ちでしょうか？　昨今では，
昔に比べて技術開発のスピードがさらに速まり，新たな技術が日々実用化されて
いますが，基礎研究はその源流であり，あまり目立たないながらも研究成果を着
実に積み上げていくことが今日の技術開発につながっているといえます。
　これから我々が迎える社会に対応していくためにも，さらにその先の未来の社
会の持続的な発展のためにも，基礎研究は今後も継続して行っていかねばならな
いと思います。当月号は，そんな思いも込めて，鉄道の未来につながる基礎研究
にスポットライトを当てて紹介しました。
　さて，次号の特集では「研究開発成果の社会実装」について特集します。鉄道
総研がこれまで先行して取り組んできた水素燃料鉄道車両や省人化対応のための
自動運転技術のほか，自然災害や安全輸送に関する技術に関する社会実装の取り
組みについて紹介いたします。（K.O.）
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※詳細は鉄道総研ウェブサイトで順次お知らせします。

日本工業倶楽部会館

2025年

5月21日水 第375回 鉄道総研月例発表会
鉄道地震工学に関する最近の研究開発

日本工業倶楽部会館

2025年

7月17日木 第376回 鉄道総研月例発表会
信号技術および情報通信技術に関する
最近の研究開発


